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第 11 号 

発 行 放送大学北海道同窓会 

 

編 集 広報担当 

発行日 2008 年 10 月 15 日(水) 

会員数14７名（2008年10月4日現在） 

平成平成平成平成２０２０２０２０年度定期総会開催年度定期総会開催年度定期総会開催年度定期総会開催    

平成２０年度定期総会が５月１１日（日）午後１時から、学習センター６F会議室で

開催されました。会長挨拶の後、顧問の冨田学習センター所長からご挨拶を頂き議事に

入りました。 

第１号～第３号議案（平成１９年度事業経過報告・会計収支決算報告・会計監査報告）、

第４号～第５号議案（平成２０年度事業計画案・会計収支予算案）、第６号議案（会則

の一部改正）、第７号議案（役員幹事の補充）について、いずれも承認されました。 

平成２０年度の北海道同窓会の主な行事予定としては、 

（１）年２回「卒業・修了を祝う会」の開催。合わせて卒業生の感想文を「ひとこと

集」として冊子にまとめて発行。 

 （２）「第４回全道生涯学習研究発表会」の開催（道民カレッジの連携講座として６

月２１日開催済） 

 （３）年２回の会報発行。大学と協力し、「学生募集」PR活動を実施していきます。 

 

 

2007年度会計収支決算書 　　　（2007年4月1日～2008年3月31日）

○収入の部 　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
予算額 決算額 増　減 備　考
157,468 157,468 0
10,000 22,000 12,000

116,000 120,000 4,000 前受会費67,000、会費53,000

その他の収入 44,281 特別会計繰入22,388他

　　　合　　計 283,468 343,749 16,000

○支出の部
予算額 決算額 増　減 備　考

50,000 34,086 △ 15,914 会報送料ほか

事務費 20,000 19,550 △ 450 コピーカード、ＵＳＢメモリーほか

生涯学習研究費 21,000 21,000 0 資料代収入33,000-支出54,000

会報・広報費 10,000 5,917 △ 4,083 広告収入10,000-支出15,917

卒業を祝う会費 22,000 17,484 △ 4,516 参加費収入96,400-支出113,884

その他 10,000 0 △ 10,000
交通費 15,000 15,000 0 役員等交通費補助

予備費 135,468 41,944 △ 93,524 前会長葬儀、連合会会議旅費ほか

次期繰越金 0 188,768 188,768 預金274,658、郵便振替168,110

283,468 343,749 60,281
※前期繰越前受会費144,000＋当期受入前受会費110,000＝時期繰越前受会費254,000

行
事
費

合　　計

科　　目

科　　目
通信費

繰越金
入会金
年会費
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行事費の内訳
項　　　目 収　　入 支　　出 決算額 備　　　　　考

生涯学習研究費 33,000 54,000 21,000 資料代　500円×66

会報・広報費 10,000 15,917 5,917 広告収入10,000円

卒業を祝う会 96,400 113,884 17,484 前期33,200円　後期62,400円、800円

◎年会費（入会金を含む）前受金納入状況

科　目 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

前受金 114,000 41,000 24,000 19,000 11,000 10,000

科　目 2014年度 2015年度 2016年度 合　　計

前受金 10,000 7,000 3,000 254,000

2017年度以降分

15,000  

 

 

 

　  　2008年度会計収支予算 　　    　(2008年4月1日～2009年3月31日)

○収入の部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　単位：円

科　　目 予　算　額 備　　　　　　　　考

前期繰越金 188,768

入会金 25,000 前受入会金18,000

年会費 130,000 前受会費96,000

その他の収入 232 受取利息

　　　合　　　計 344,000

○支出の部

科　　目 予　算　額 備　　　　　　　　考

通信費 40,000 会報送料ほか

事務費 25,000 コピー代ほか

行事費 87,000

　　（生涯学習研究費） 25,000 資料代収入との差額

　　（会報･広報費） 15,000 会報・広報制作費

　　（卒業を祝う会費） 25,000 祝う会費、記念品代との差額

　　（ホームページ費） 12,000 ホームページ運営費用

　　(その他) 10,000 座談会などの行事

連合会加盟費 7,000 50円×会員数

旅費交通費 45,000

　　（交通費） 25,000 役員交通費補助

　　（旅費） 20,000 同窓会連合会会議旅費補助

予備費 140,000

　　　合　　　計 344,000

  ＜2008 年度  活動日誌＞ 

５月１１日 ２００８年度 総会 

５月１６日 第１回役員会 

５月２２日 臨時役員会 

５月３０日 第２回生涯研究実行委員会 

５月３１日 第１１回放送大学同窓会連合会

総会 （会長 出席） 

６月２１日 第第第第４４４４回全道生涯学習研究発表会回全道生涯学習研究発表会回全道生涯学習研究発表会回全道生涯学習研究発表会    

 

８月 ６日 第２回役員会 

９月 ３日 第２回卒業を祝う会実行委員会 

１０月４日 ２００８年度１学期卒業を祝う会 

１０月１０日 卒業を祝う会「ひとこと集」発行 

１０月１５日 会報第１１号発行 

１０月末日 卒業生・修了生からの寄贈図書 
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 第 4 回全道生涯学習研究発表会を開催 

去る 6 月 11 日道民カレッジ連携講座も兼ねて、北海道

学習センター６階中講義室にて開催いたしました。 

記念講演：成人・高齢者の学びと大学  
木村木村木村木村    純純純純教授（教育学博士）北海道大学高等教育機能開発総合センター 生涯学習計画研究部 

研究発表：清水町第九定期演奏会の継続が、地域の活性化に果たした役割  

瀬川瀬川瀬川瀬川    玲子玲子玲子玲子    

研究発表：食の安全、もう一つの考え方 -生活習慣病・食事バランスガイド- 

竹田竹田竹田竹田    加代加代加代加代    

第第第第 4444 回全道生涯学習研究発表会回全道生涯学習研究発表会回全道生涯学習研究発表会回全道生涯学習研究発表会をををを終了終了終了終了してしてしてして    

放送大学北海道同窓会 

全道生涯学習研究発表会実行委員会 

第 4回全道生涯学習研究発表会が無事終了致しました。お陰様で大変好評の感想が

寄せられて終わることが出来ました。ご参加下さいました皆様ありがとうございまし

た。この機を次の学習へのステップにして頂けたら嬉しく思います。また道民カレッ

ジ登録の皆様も多数ご参加下さいました。放送大学北海道同窓会を通して放送大学の

事を知って頂けたら幸いです。今年で 4回目を迎え、さらに内容を充実したものにし、

参加者のご要望に応えられるよう実行委員会で検討を重ねてまいりました。社会性が

あること、身近な問題、そして放送大学生での研究発表と欲張りながら今回すばらし

い発表者が決まりました。実行委員会のうるさい要望を快く聞いて頂き本当に感謝致

しますとともに、あらためてお礼を申し上げます。 

記念講演「成人・高齢者の学びと大学」北大教授 木村 純先生 

お話しは、高齢化社会を迎えて地域社会と生涯学習のあり方を示唆して頂ける

もので、大変教育的であり、学習になりました。 

テ ー マ「食の安全、もう一つの考え方」 竹田 加代氏 

お話は、今年は特に偽造や毒物混入等、食生活を脅かす事が次々に起こり、時

を得た内容にみなさん関心をもたれたのではと思います。 

テ ー マ「清水町第九定期演奏会の継続が地域の活性化に果たした役割」 瀬川玲子氏 

お話は放送大学大学院で大変ご苦労なさって書き上げた卒業論文を、清水町

の地域活性化の取り組みとしての内容で発表致しました。今、まさに北海道の

どこの地域でも必要としている問題です。 

三人の発表者に共通しているのは、現在社会で身近に起きている私たちの問題提起

ではないでしょうか。放送大学同窓生、現在学んでいる放送大学生、生涯学習として

学んでいる道民カレッジの皆さんが、学んだことを少しでも地域に生かせたらと思い

ます。また第 5回に向けて実行委員会も今日からスタートします。発表者の皆様、ご

参加の皆様、放送大学学習センター所長冨田先生はじめ学習センターの職員の皆様、

実行委員会の皆様ありがとうございました。            園田 記 



 

-４- 

第第第第 4444 回全道生涯学習研究発表会回全道生涯学習研究発表会回全道生涯学習研究発表会回全道生涯学習研究発表会ののののアンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果    

第第第第 4444 回全道生涯学習研究発表会参加回全道生涯学習研究発表会参加回全道生涯学習研究発表会参加回全道生涯学習研究発表会参加されたされたされたされた内内内内のののの 38383838 名名名名のののの方方方方からからからからアンケートアンケートアンケートアンケート回答回答回答回答ののののごごごご協協協協

力力力力ををををいただきましたいただきましたいただきましたいただきました。。。。    

このこのこのこのアンケートアンケートアンケートアンケート回答回答回答回答結果結果結果結果をををを皆皆皆皆さんにさんにさんにさんに報告報告報告報告するとともにするとともにするとともにするとともに今後今後今後今後のののの研究発表会研究発表会研究発表会研究発表会にににに役立役立役立役立てててててててて

行行行行きたいときたいときたいときたいと思思思思いますいますいますいます。。。。    

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の年齢別「人」
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＜今後の希望内容＞ 

・医療制度のこれから 

・歴史―現代に生きるイスラム・心 

・２０・３０代の女性のためのジェンダーの社会学 

・宇宙の地球について考えるべき時代 

・臨床心理・社会心理関係について 

・保健医療の経済と私たちの生活について 

・北海道の近代史 

・北海道の食料自給について 

・社会・経済・産業の資源について 

・年金・保険の国・道・市財政について 

・現代社会ニュース・メディアについて 

・少子高齢化等に伴う福祉・健康などの講座 
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全道生涯学習研究発表会を終えて 

                  北海道消費者協会・コープさっぽろ出前講座 講師 

                                  竹田 加代 

 

 何気なく引き受けた研究発表でしたが、終わってみて自分自身得ることがとても大き

い出来事でした。 

 消費者運動にかかわって一主婦から社会参加してきたことに大きな喜びや、必ずしも

本意でない行動の中での葛藤を経て、心から学んで見たいことを右往左往しながら今実

行しているわけですが、この生涯学習研究発表会に臨んで、大きな感銘を受けました。 

 学びたい、学ぶことに大きな喜びや生きがいをもたれている方が大勢いらっしゃるこ

と、そういうエネルギーを大学がサポートし、参画していることを肌で感じました。そ

して、私はまさにその道を歩んでいるのだと思いました。 

 記念講演「成人・高齢者の学びと大学」を拝聴していて気づいたことは、義務として

通っていた遠い昔の学校での授業への気持ちと、主婦としての日常生活から出て学ぶ機

会を得た時では全くといっていいほど姿勢が違っていたことです。純粋に学ぶことの喜

びだったのです。時を経て私は今、受身の知識では満足できず、知りえた情報を消費者

に正しく伝えたいとの思いから、より多くのまた多角的な情報を積み上げて考えてもら

う啓発活動の実践をしているのですが、これもまた生涯教育の地域に生かす活動になっ

ているのだと気づいたのです。 

 研究発表の「清水町第九定期演奏会の継続が、地域の活性化に果たした役割」には、

地方の町での可能性が感じられました。むしろ地方の町ゆえと、音楽を愛する核になる

人々とが作り出した豊かさではないかと発表を伺いながら思いました。 

 札幌のような大都市では自由すぎる行動要因が、地域から飛び出すことになっている

ように思います。自分の住む地域でなくても共有したり、共感出来る仲間作りが可能だ

からです。 

 さまざまなことに気づかされた一日でした。また発表をするにあたって事務局のかた

がたから助言、要請をいただいたことも良い経験になりました。自分に足りないもの、

気づかなかったことがこれからの活動に貴重な助言だったからです。「思いを伝える」こ

とが如何に難しいかをあらためて胸に刻み、これからも学ぶことの喜びと伝えることの

意義を大切にしながら歩んでいきたいと思います。 

    

 

 

第第第第５５５５回回回回    全道生涯学習研究発表会全道生涯学習研究発表会全道生涯学習研究発表会全道生涯学習研究発表会のののの発表者募集発表者募集発表者募集発表者募集    

－皆様の研究＜発表概要＞＜発表内容＞ 

を募集しています－ 

要綱：Ａ４用紙１～２枚程度の概要を同窓会

までお寄せください。 

発表内容は、後日改めて提出をお願いいた

します｡ 

問合せ先：北海道同窓会 
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 ＜2007 年 2 学期卒業生・修了生からの寄贈図書のおしらせ＞ 

平成 20年 3月卒業・修了生から放送大学へ本の寄贈を致しました。 

前回に続きメンタルヘルス実践大系「教育編」の第 5巻から第 8巻です。 

５いじめ・自殺 ６問題・行動・暴行・非行 ７受験・恋愛・性 ８肥満・やせ・食事

の 4冊。 

「近年、職域だけでなく教育現場においても、メンタルヘルスの問題がクローズアップ

されてきています。それは急激な技術革新、広範な情報化社会等の到来により、教育環

境、職場環境に質的変化がもたらされた結果によるものでありましょう。」(本書より)  

これらの本は、わかりやすい解説といくつかの症例、事例によって構成されています。

きっと皆さんの身近な問題や学習に役立てて頂けると思います。  

是非一度お手に取ってご覧下さい。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

メンタルヘルス実践大系                日本図書センター 

全 10 巻のうち 5～8 巻          

（１）いじめ・自殺          第 5 巻 

責任編集：北村陽英 ．荒井淳雄           

 

（２）問題・行動・暴行・非行     第 6 巻   

責任編集：笠原洋勇 ．児玉隆治 ． 長谷川義縁   

 

（3）受験・恋愛・性          第 7 巻   

責任編集：幹 吉佑・飯長喜一郎 ・佐藤 允彦   

 

（4）肥満・やせ・食事         第 8 巻   

責任編集：中野弘一・高木洲一郎 ．森田光子    

 

<<<<<<<<トピックス>>>>>>>>    

去去去去るるるる９９９９月月月月２７２７２７２７／／／／２８２８２８２８日日日日、、、、放送放送放送放送

大学在学大学在学大学在学大学在学生生生生・・・・同窓生同窓生同窓生同窓生がががが、、、、小平小平小平小平

町町町町・・・・羽幌町羽幌町羽幌町羽幌町のののの海岸海岸海岸海岸でででで「「「「環境保全環境保全環境保全環境保全

ののののゴミゴミゴミゴミ拾拾拾拾いいいい」」」」にににに参加参加参加参加してきまししてきまししてきまししてきまし

たたたた。。。。札幌札幌札幌札幌    ５５５５６６６６名名名名・・・・地元地元地元地元４０４０４０４０名名名名

のののの約約約約１００１００１００１００名位名位名位名位でででで、、、、海鳥海鳥海鳥海鳥レンジレンジレンジレンジ

ャーャーャーャーのののの人人人人たちもたちもたちもたちも加加加加わってわってわってわって約約約約４４４４

トントントントンのののの流漂流漂流漂流漂物物物物などのなどのなどのなどのゴミゴミゴミゴミをををを拾拾拾拾

いましたいましたいましたいました。。。。「「「「特特特特ににににプラスチックプラスチックプラスチックプラスチック

ゴミゴミゴミゴミなどなどなどなどはははは、、、、海鳥海鳥海鳥海鳥やそのやそのやそのやその他他他他のののの生生生生

物物物物にににに悪影響悪影響悪影響悪影響をををを及及及及ぼしているぼしているぼしているぼしている」」」」とととと海鳥海鳥海鳥海鳥センターセンターセンターセンターのののの方方方方からからからからレクチャーレクチャーレクチャーレクチャーをををを受受受受けましたけましたけましたけました。。。。このこのこのこのセセセセ

ンターンターンターンターはははは、、、、日本日本日本日本でででで唯一唯一唯一唯一のののの海鳥海鳥海鳥海鳥のののの調査研究保護調査研究保護調査研究保護調査研究保護をををを行行行行うううう機関機関機関機関ですですですです。。。。    

今後今後今後今後ももももＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人法人法人法人    北海道海浜美化北海道海浜美化北海道海浜美化北海道海浜美化のののの会活動会活動会活動会活動にににに積極的積極的積極的積極的にににに参加参加参加参加していきたいとしていきたいとしていきたいとしていきたいと思思思思いいいい

ますますますます。。。。多多多多くのくのくのくの同窓生同窓生同窓生同窓生のののの参加参加参加参加をををを希望希望希望希望しますしますしますします。。。。                                                        記記記記：：：：中根中根中根中根    
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故故故故    牧野金太郎氏牧野金太郎氏牧野金太郎氏牧野金太郎氏（（（（北海道同窓会前会長北海道同窓会前会長北海道同窓会前会長北海道同窓会前会長））））をををを偲偲偲偲ぶぶぶぶ    

牧野牧野牧野牧野金太郎金太郎金太郎金太郎氏氏氏氏とのとのとのとの出会出会出会出会いいいい    

放送大学 全科履修生 武口 米吉 

 

 牧野さんに初めてお会いしたのは、平成 11年の秋 面接授業終講の折、担当の竹田教

授の助言で、受講した学生によるサークルを立ち上げる事になった時でした。牧野さん

が代表世話人を買って出ることになり、私がその場の成り行きで世話人の一人として、

参加することになったのです。サークルの名は「社会の発展と教育の歴史を学ぶ会」と

し 11名で発足、12月 7日認可となり、活動開始はまさに 21世紀初頭 2000年の 1月か

らでした。私は｢名ばかり｣世話人で牧野さんには大変ご迷惑をお掛けしました。会は

2001 年 10 月 31 日で一応の目的を達し閉じたのですが、その間 会報「楽求通信」は

20号まで氏の努力で発行されました。閉会の後も牧野さんにはご交誼を頂き、私にとっ

ては啓発されること多く、まことに得がたい先輩としてお付き合いさせて頂き、深く感

謝する処です。特に何事にも真摯に対応する態度には、全く頭の下がる思いを致しまし

た。10年に及ぶ氏とのご厚誼の中で思い出すことは色々あります。 

・竹田教授の最終講義に共に出席した事 （H12.3.2 於クラーク会館）・「戦時下の初

等教育について」－国民学校とその周辺－ という表題で例会に発表させて頂いた事 

・北教組主催の「教育研究集会」を傍聴した事（H14.11 於小樽市）・第 3回全道生涯

学習研究発表会で発表させて頂いた事（H19.6）・小樽に牧野さんを迎えて在樽メン

バーの小林和昭・安田しおり・武口の 4人で「ご苦労さん会」を開いた事（H13.11.6） 

・牧野さんの放送大学卒業を祝って教え子の皆さんが開いた「生きがい大賞をお祝いす

る会」に出席させて頂いた事（H.16.2.29 於ホテルライフォート） 

・同窓会発足の頃の苦労話 等々 

氏との触れあいの中で心に残ったことをご紹介させて頂き、思い出のよすがにさせて

頂きました。終わりに先に述べた「生きがい大賞をお祝いする会」の席で、牧野さんが

朗読された 童話「「「「葉葉葉葉っぱのっぱのっぱのっぱのフレディフレディフレディフレディ」－」－」－」－いのちのいのちのいのちのいのちの旅旅旅旅－－－－    の一節を紹介してペンを置きた

いと思います。 

 

 

「いつかは死ぬのさ。でも“いのち”は永遠にいきているのだよ。」 

とダニエルは答えました。 

葉っぱも死ぬ、木も死ぬ。そうなると春に生まれて冬に死んでしまうフレディの 

一生には どういう意味があるというのでしょう。 

「ねえ ダニエル。僕は生まれてきてよかったのだろうか。」  

とフレディはたずねました。 

 

 

牧野金太郎さん ありがとうございました      合掌  
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「会員の声・読者の声」募集中！ 

  

現在、会員や読者の皆さんの声を募集してお

ります。皆さんの近況や会報へのご感想、ご意

見がございましたら、是非、お寄せください。 

  

（宛先） 〒060-0817 

札幌市北区北 17条西８丁目 北海道大学構内 

   放送大学北海道学習センター気付 

放送大学北海道同窓会 

 

新入会員のご紹介！！！！！！！！（敬称略・順不同）  

2008 年３月卒業生・修了生 

（人）畠山 哲洋  （発）中野 順市    

（生）小田島 恭士 （人）齎藤 裕子   

（発）具志 千晶  （生）浜谷 勝昭 

（人）高橋 健治  （発）佐々木佐津子   

（生）池田 依子  （人）佐藤 令    

（発）鈴木 富子  （生）田山 恵美 

（人）金澤 嘉子  （産）吉田 賢治    

（生）宮崎 秀子  （人）千葉 則男   

（産）松永 政年  （生）村上美知子 

（社）滝沢 富人  （社）星野 一博    

（社）中根惠美子 

2008 年９月卒業生  

（人）朝桐 笑子  （人）安味 優子    

（人）毛利 俊行  （人）滑川 節子   

（産）江口 真紀子 （社）河合 泰信 

（生）佐藤真幾子  （発）深瀬やよい 

（生）阿部 征子  （発）大村 真知子 

 （2008 年１０月 ４日現在）  以上   31名 

〒・住所・電話番号などの変更のときは、必ず、

ご連絡をお願いいたします。 

会費納入と新入会員募集のお知らせ 

 2008 年度の継続会員の方は、今年度の年会費

1,0001,0001,0001,000 円円円円を下記口座へ 2008 年 10 月 31 日（金）

までに納入くださるようご協力をお願いしま

す。 

 また、同窓生の中で同窓会に入会していない

方がおられましたら、入会をおすすめくださる

ようお願いいたします。 

 入会を希望される方は、郵便振替用紙に「氏

名、住所、電話番号、卒業年月、専攻」をご記

入の上、入会金 1,000 円、年会費（初年度）1,000

円を下記口座へご送金ください。（次年度以降は

年会費のみとなります。） 

郵便口座名郵便口座名郵便口座名郵便口座名    放送大学北海道同窓会放送大学北海道同窓会放送大学北海道同窓会放送大学北海道同窓会    

        口座番号口座番号口座番号口座番号    ０２７４００２７４００２７４００２７４０−−−−００００−−−−３７７２５３７７２５３７７２５３７７２５    

編集後記 

今年の夏は猛暑日も少なく、すごしやすい気温が続

きましたが、それもあっという間に秋がやってきまし

た。北海道学習センターのある北海道大学構内もナ

ナカマドが日に日に濃い色になっていっています。 

前回の会報より半年以上経って、やっと第１１号を皆

様にお届けすることが出来ました。次回はもっと早

く、お届けしたいと思っています。 

広報担当            

放送大学を宣伝してください！ 

皆さんの『口コミ』で、放送大学に入学

して良かったと思うことを、大勢の方々に

知らせてください。 

 

入学等に関する問合せ先 

放送大学北海道放送大学北海道放送大学北海道放送大学北海道学習学習学習学習センターセンターセンターセンター    

TELTELTELTEL    011011011011－－－－736736736736----6318631863186318 

花のキューピット加盟店 

株式会社 花のさいとう 

札幌市北区北 12 条西 1丁目本通北向 

TEL 011-716-4680・FAX 兼用 011-746-3228 

営業時間/AM7:30～PM8:00 まで 

日曜のみ PM7:00 まで 

<<<<<<<<広告広告広告広告>>>>>>>>    


